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概要 

現在、電界放射型走査型電子顕微鏡（FE-SEM）・エネルギー分散型 X線分析装置の保守管理や測定サポー

トなどの依頼業務を受けており、日常的なメンテナンスに加え、依頼測定、学生への指導や相談、トラブル

対応などを行っている。相談の中には、凹凸構造や結晶粒の観察や組成分析だけでなく、磁性体試料や生体

試料などの前処理を必要とする観察も多い。そのため、装置の原理から正しく理解し、観察試料の前処理方

法や特殊な測定・解析手法について知識を得ておくことが重要であると考えている。 

今回の研修では、電子顕微鏡観察と前処理技術の習得を目的に公益社団法人日本顕微鏡学会主催の電顕入

門講座「第 28回電顕サマースクール 2017 in Tokyo」に参加したので報告する。 

1 研修期間・場所 

期間：平成 29年 8 月 3日（木）～5日（土） 

場所：東京慈恵会医科大学（東京都港区西新橋 3-25-8） 

2 研修プログラム 

 



 

3 研修に参加して（まとめ） 

生物試料の電子顕微鏡観察に関する基本的な流れから、観察技術の最前線の話まで聞くことができた。講

義の中では、観察試料の前処理などを行っている映像を再生しながら説明をしていただき、ノウハウに係わ

る部分について理解を深めることができた。 

生物試料の観察ではあまり用いられることのない原子間力顕微鏡（AFM）の講演では、表面物性の測定や

分子オーダー観察、生きた試料のその場観察への応用についての発表があったが、試料に適した前処理法が

確立されておらず、まだ進歩の途上にあるとのことであった。とくに、生きたままその場観察を行う液中 AFM

については、基板との静電気力、親水疎水の状態などを考慮し、さらに試料を傷つけないようにプローブ先

端をわざと丸くするなど工夫や試行錯誤が必要だとわかった。今年度、工学部技術部分析・物質技術系の技

術系研修の主担当者として、鶏の腱（コラーゲン）の AFM 観察を行ったが、良好な像を得ることができず、

固定・脱水などの前処理が適切でなかったということが本研修の受講により確認することができた。 

現在の業務では材料系の SEM 観察が多いが、電子顕微鏡観察における短所をどう克服するかという点で

色々な工夫をされており、参考になった。また電子顕微鏡の仕組みや歴史、真空ポンプの種類・原理など、

基礎から学ぶことができたことも基礎力の向上につながり大変有益な研修であった。 

最後に、本研修に参加の機会を与えて頂いた全学技術センターの皆様に御礼申し上げます。 


